
資料1-1

日本ゲノム微生物学会

収入の部 (単位：円)

費目 2019年度予算額 2019年度決算額 決算額-予算額 備考 備考2

１．会費収入 2,051,000 1,995,000 -56,000

　　一般会員 1,540,000 1,475,000 -65,000 295名×\5,000

　　学生会員 91,000 94,000 3,000 94名×\1,000

　　賛助会員 390,000 270,000 -120,000 9口×\30,000

　　機関会員 30,000 30,000 0 1機関×\30,000

　　前受金 0 126,000 126,000
一般5,000円×18名、学生1,000
円×6名、賛助1口

２．雑収入 50 41,008 40,958

　　利息 50 8 -42

　　その他 0 41,000 41,000

当期収入合計 2,051,050 2,036,008 -15,042

前年度繰越金 1,291,474 1,291,474 0

本年度収入合計 3,342,524 3,327,482 -15,042

支出の部
費目 2019年度予算額 2019年度決算額 決算額-予算額 備考 備考2

１．事業費 2,300,000 1,214,639 -1,085,361

　　年会援助金 2,000,000 1,001,000 -999,000 2019年年会援助金100万円
年会参加費の誤入金を年会口座に移動する際
に1,000円多く移動したことによるもの。

　　研究奨励賞経費 100,000 113,639 13,639
賞状・記念品代、選考委員
会会場費、交通費

　　若手の会援助金 100,000 100,000 0

　　会報発行費 100,000 0 -100,000

　　男女共同参画費用 0 0 0 年会での託児サポート費用 申し込み0件だったため

     HP作成費 0 0 0

　　評議員選挙費用 0 0 0 3年に一度実施（次回は2020年）

２．管理費 856,100 805,556 -50,544

　　事務委託費 550,800 550,800 0 会員数増加のため増額

　　会議費 50,000 26,000 -24,000 会議費 評議員会の際のお弁当代となど

　　HP管理費 105,300 105,300 0
ドメイン管理費、HP更新管理
費

事務局クバプロに委託

　　一般管理費 150,000 123,456 -26,544

　　　　　会費督促費 50,000 0 -50,000 会費請求はメールのみ
　　　　　旅費 50,000 115,536 65,536

　　　　　通信費①（年会用事務局荷物発送） 10,000 0 -10,000

　　　　　通信費②（学会事務局通信費） 10,000 1,440 -8,560

　　　　　消耗品費 15,000 0 -15,000

　　　　　振込手数料 15,000 6,480 -8,520

３．予備費 100,000 0 -100,000

　　その他 100,000 0 -100,000

当期支出合計 3,256,100 2,020,195 -1,235,905

次年度繰越金 1,291,474 1,307,287 15,813

本年度支出合計 3,122,433 3,327,482 205,049

2019年度収支決算書

2019年1月1日～2019年12月31日
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日本ゲノム微生物学会

流動資産

789,110

300,000

218,177 次年度繰越金 1,307,287

1,291,474

15,813

1,307,287 1,307,287

資産の部

普通預金 789,110

郵便振替 300,000

郵便貯金 218,177

1,307,287

貸借対照表

令和元年12月31日現在

借　　方 貸　　方

勘定科目 金額 勘定科目 金額

勘定科目 摘　要 金額

普通預金

郵便振替

郵便貯金

前年度繰越金

本年度収支差額

合　計 合　計

財産目録

令和元年12月31日現在

三井住友銀行飯田橋支店

飯田橋郵便局

飯田橋郵便局

合計







資料3

日本ゲノム微生物学会

収入の部 (単位：円)

費目 2019年度決算額 2020年度予算額 予算額-決算額 備考 備考2

１．会費収入 1,995,000 1,891,000 -104,000

　　一般会員 1,475,000 1,470,000 -5,000 294名×\5,000
納入率80％で計算。
（現在会員数367名）

　　学生会員 94,000 91,000 -3,000 91名×\1,000
納入率55％で計算。
（現在会員数166名）

　　賛助会員 270,000 300,000 30,000 10団体10口×\30,000
納入率100％で計算。
（現在会員数10団体）

　　機関会員 30,000 30,000 0 1機関×\30,000
納入率100％で計算。
（現在会員数1機関）

　　前受金 126,000 0 -126,000

２．雑収入 41,008 10 -40,998

　　利息 8 10 2

　　その他 41,000 0 -41,000

当期収入合計 2,036,008 1,891,010 -144,998

前年度繰越金 1,291,474 1,307,287 15,813

本年度収入合計 3,327,482 3,198,297 -129,185

支出の部
費目 2019年度決算額 2020年度予算額 予算額-決算額 備考 備考2

１．事業費 1,214,639 1,427,800 213,161

　　年会援助金 1,001,000 1,000,000 -1,000 2020年年会援助金100万円

　　研究奨励賞経費 113,639 120,000 6,361
賞状・記念品代、選考資料
送料、選考委員会旅費

　　若手の会援助金 100,000 100,000 0

　　会報発行費 0 100,000 100,000

　　男女共同参画費用 0 0 0 年会での託児サポート費用

     HP作成費 0 0 0

　　評議員選挙費用 0 107,800 107,800 3年に一度実施

２．管理費 805,556 858,250 52,694

　　事務委託費 550,800 561,000 10,200 消費税増税による

　　会議費 26,000 30,000 4,000 会議費

　　HP管理費 105,300 107,250 1,950
ドメイン管理費、HP更新管理
費

消費税増税による

　　一般管理費 123,456 160,000 36,544

　　　　　会費督促費 0 30,000 30,000

　　　　　旅費 115,536 100,000 -15,536

　　　　　通信費①（年会用事務局荷物発送） 0 5,000 5,000

　　　　　通信費②（学会事務局通信費） 1,440 5,000 3,560

　　　　　消耗品費 0 10,000 10,000

　　　　　振込手数料 6,480 10,000 3,520

３．予備費 0 100,000 100,000

　　その他 0 100,000 100,000

当期支出合計 2,020,195 2,386,050 365,855

次年度繰越金 1,307,287 812,247 -495,040

本年度支出合計 3,327,482 3,198,297 -129,185

2020年度収支予算書

2020年1月1日～2020年12月31日



資料 4 

（目的） ゲノム微生物学の推進と、微生物学の新しい研究分野に従事する研究者の育成を

目的に、優れた 研究成果を挙げた若手研究者を顕彰する。  

 

（賞の選考） １．顕彰区分及び基準 次の二つの区分ごとに、原則として１〜3名を顕彰す

る。  

 

研究奨励賞: 本学会に積極的に参加するとともに、顕著な研究実績を有し、今後、我が国の

ゲノム 微生物学研究を牽引し、本学会の更なる発展に貢献することが期待される４5 歳未

満（顕彰年の 4 月 1日の年齢）の会員。推薦時点で、本学会への参加期間が５年以上であ

り、本学会年会において 講演者（ポスター発表を含む）として３回以上発表していること。  

 

若手賞: 本学会に積極的に参加するとともに、優れた研究成果を挙げ、我が国のゲノム微生

物学研究の発展と本学会の活性化に寄与することが期待される博士学位取得後８年未満ま

たは博士学位未取得の 35歳未満(顕彰年の 4 月 1 日の年齢）の会員。推薦時点で、本学会

への参加期間が２年以上であり、本学会年会において講演者（ポスター発表を含む）として

２回以上発表していること。 

 

 

なお、研究奨励賞の 45歳の根拠は、科研費に設けられる「学術変革領域研究（Ｂ）：次代の

学術の担い手となる研究者による少数・小規模の研究グループ（３～４グループ程度）が提

案する研究領域において、より挑戦的かつ萌芽的な研究に取り組むことで、これまでの学術

の体系や方向を大きく変革・転換させることを先導するとともに、我が国の学術水準の向

上・強化につながる研究領域の創成」において、「領域代表者は次代の学術の担い手となる

研究者（45歳以下の研究者）であること」を借用している。 

 

 

若手賞の年齢に関しては、科研費での若手研究の条件が、「博士の学位取得後８年未満の研

究者が１人で行う研究。なお、経過措置として３９歳以下の博士の学位を未取得の研究者が

１人で行う研究も対象」を借用し、本学会での従来からの若手賞の年齢も考慮している。 

 






